
講

　
第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
松
永
貴
徳
の
父
瓢
に
つ
い
て

を
量
定
し
元
も
の
＼
多
い
中
で
、
こ
れ
ほ
ご
細
麿
確

實
な
も
の
は
他
に
無
く
、
紙
面
が
殆
ざ
紅
赫
に
（
カ
）

埋
ま
っ
て
居
る
こ
い
ふ
。
ま
π
武
邊
…
叢
書
、
古
事
逸

傳
考
、
手
交
風
土
記
、
中
外
纒
緯
傳
の
如
き
輯
録
書
、

及
び
帥
名
帳
索
引
、
臼
本
粟
異
記
索
引
の
如
き
索
引

書
の
類
が
百
五
十
悲
に
三
っ
て
居
る
。
　
　
　
　
’

（
テ
）
　
輔
寓
の
書
が
誤
ケ
・
癖
へ
る
こ
“
」
を
歎
じ
て
は

　
抑
余
有
歎
、
漣
寓
之
書
毎
一
手
必
墳
設
騰
、
如
掌
鏡
集
、
亀
葉
字
類

挫
、
譲
脱
極
多
、
嬬
用
者
小
間
覗
太
篇
、
膚
入
韓
窮
者
其
級
、
妄
不
可
勝

言
、
夫
人
似
猿
猿
似
犬
、
犬
之
與
人
豊
可
比
乎
、
輕
爲
之
誤
亦
如
之
、

余
呈
雨
量
上
米
此
書
三
園
不
朽
、
余
黒
蟻
感
果
恭
．
誰
同
志
入
。
（
高
調

類
聚
名
義
捗
附
言
）

ご
い
っ
て
居
ろ
。

（
ワ
）
　
古
史
徴
開
題
記
冬
の
巻
に
引
い
た
翁
の
蕎
に
も

　
す
べ
て
＋
資
斗
・
堂
回
は
、
縫
続
の
一
物
噂
な
う
が
二
一
菩
・
を
、
　
年
経
る
ま
》

　
に
断
れ
鮎
臥
在
る
を
、
　
都
べ
集
て
窮
す
ミ
て
、
次
第
あ
錐
り
引
．
る
が

　
　
本
一
書
ピ
渡
魂
て
、
三
々
の
混
め
六
る
が
あ
ろ
例
に
て
云
々
O

ミ
あ
る
。

（
力
）
　
新
寓
類
聚
名
義
抄
附
言
に

第
　
一
二
號
　
　
　
よ
ル
ム
ハ
　
（
四
山
ハ
七
）

今
絹
二
塞
鉛
毒
典
壌
、
者
、
撮
墨
記
之
ぺ
世
人
皆
用
朱
、
鰐
余
用
鰭
者

罪
三
盛
也
，
施
之
憲
陰
燈
下
取
其
冠
句
也
、
今
本
嶺
然
）

ミ
三
韓
て
居
る
〔
、羅

墓

松
永
貞
徳
の
父
羅
に
つ
い
て

文
學
博
士
藤
井
乙
男
無

　
穗
川
初
期
の
輸
入
俳
家
こ
し
て
有
名
な
る
貞
徳
の
名
は

普
く
世
人
の
知
る
所
で
あ
る
が
、
一
時
は
飛
ぶ
鳥
を
も
お

ご
す
勢
の
あ
っ
だ
貞
門
の
三
三
も
、
蕉
風
の
勃
興
に
及
ん

で
古
風
の
名
の
下
に
輕
蔑
し
去
ら
れ
て
顧
み
る
者
な
き
に

至
っ
た
た
め
、
通
俗
交
藝
宣
傳
の
開
㍊
た
る
此
翁
の
事
蹟

も
熱
心
な
る
研
究
者
を
得
す
し
て
今
日
に
至
つ
ね
の
は
氣

の
毒
な
次
第
で
め
る
。
今
ま
つ
其
三
三
に
つ
い
て
小
研
究

を
試
み
る
事
こ
す
る
。

「



貞
穗
の
父
租
に
つ
い
て
多
数
の
書
は
、
久
秀
の
孫
こ
い
ふ

に
一
致
し
て
居
る
。
そ
の
基
く
所
は
貞
徳
の
子
で
あ
る
三

五
堂
恭
倹
先
生
行
状
薫
陸
盆
に
あ
る
ら
し
い
。
今
其

行
朕
中
必
要
な
る
智
慧
を
摘
む
ご
、
同
年
（
天
正
四
年
目
九

月
二
十
七
目
、
信
長
公
命
長
男
信
忠
、
帥
数
萬
騎
攻
信
貴

城
、
使
佐
久
闇
信
盛
先
登
抜
帝
城
、
久
行
動
入
天
守
、
欲

使
二
男
宗
通
宗
勝
出
城
、
二
男
相
倶
講
同
年
、
…
…
－
…
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
つ
　
　

鷲
鼻
秀
放
火
於
天
守
、
親
船
三
入
同
自
殺
死
突
、
永
種
居

　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
む
　
　
　
　
　

　
　
　
　
む
　
　
　
　

む
　
む

撰
者
久
秀
公
署
子
而
干
時
三
歳
也
、
久
秀
公
之
嬢
濟
其
孤

弱
、
命
乳
母
倣
負
下
面
出
城
、
躬
親
撫
養
、
而
後
隠
恵
日

助
東
輻
寺
、
爲
薙
染
露
量
隠
浮
圖
、
㍊
母
蹄
心
嬉
戯
宗
、

陰
招
致
之
、
夕
陰
編
曲
院
、
寓
泉
州
溢
出
法
華
寺
、
後
遷

洛
之
、
本
國
寺
、
応
護
編
出
、
及
不
孝
者
無
後
爲
大
之
語
流

涕
、
忽
然
而
股
維
服
代
浄
衣
永
世
保
子
孫
、
是
先
生
之
醸
父

也
、
昔
在
忍
野
山
、
聞
法
華
纒
携
艶
麗
維
摩
維
圓
畳
碧
巖

灘
両
々
四
書
六
経
之
講
解
、
而
儒
輝
粂
學
也
、
能
書
以
入
木

溢
鳴
世
、
依
之
都
鄙
但
書
書
生
、
以
金
銀
米
銭
代
筆
跡
而

　
　
　
第
二
巻
　
瓢
維
　
纂
　
　
松
永
貞
徳
の
父
認
に
つ
い
て

學
之
、
勝
覇
者
多
夷
Q
中
葉
在
蓮
歌
之
宗
匠
宗
養
門
下
、

學
歌
藝
詠
和
歌
爲
連
歌
、
以
風
雅
爲
一
生
之
遊
…
樂
、
與
紹

巴
同
門
也
、
在
気
慰
種
生
貞
徳
（
下
略
）
ご
あ
る
・
蚕
種
が

貞
徳
の
父
た
る
は
疑
も
な
き
事
實
な
れ
こ
も
、
永
種
が
志

貴
城
か
ら
漁
れ
出
漁
久
秀
の
子
で
あ
る
こ
い
ふ
記
事
に
は

一
夕
免
れ
な
い
。
貞
徳
の
誕
生
は
元
鶏
二
年
で
、
志
貴
落

城
は
そ
れ
よ
ゆ
曇
る
、
こ
ご
五
年
の
天
疋
四
年
で
あ
る
。

此
行
状
の
記
事
に
櫨
れ
ば
子
が
父
に
先
だ
ち
て
生
れ
た
事

に
な
る
。
又
貞
徳
の
自
選
も
い
ふ
べ
き
戴
恩
記
誌
五
＋
．

．
に
天
正
元
年
に
信
長
が
兵
を
峯
み
て
將
軍
義
昭
を
工
館
城

に
攻
め
セ
時
、
洛
中
混
難
の
有
榛
を
述
べ
て
、

　
其
嵐
に
下
京
の
残
り
し
は
、
年
寄
ざ
も
寄
合
公
方
衆
に

　
か
く
し
、
信
長
公
へ
御
禮
申
べ
き
ご
あ
れ
ば
尤
然
る
べ

　
し
、
さ
ら
ば
な
に
を
か
奉
る
べ
き
こ
い
ふ
庭
に
、
折
節

　
十
四
屋
隆
正
が
許
に
鶴
あ
り
、
是
目
出
度
も
の
な
れ
ば
、

　
肴
に
定
め
御
樽
用
意
す
、
叉
軍
の
欝
に
も
な
る
べ
し
ご

　
て
，
、
俄
に
赤
飯
を
む
し
、
柴
田
修
理
亮
殿
を
頼
み
、
知

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
九
・
七
　
（
四
六
入
）



第
二
巻
　
讃
離
　
纂
　
　
松
永
亘
徳
の
父
職
に
つ
い
て

第
三
號
　
九
八
へ
四
六
九
）

恩
院
へ
町
を
遙
上
し
た
り
し
か
ば
、
御
機
嫌
よ
く
お
は
　
　
ら
す
、
中
に
も
迷
惑
せ
し
は
、
あ
る
奥
州
の
岩
波
た
ぎ

し
て
、
路
次
す
が
ら
の
土
民
百
姓
等
に
急
ぎ
罷
上
り
、
　
　
り
て
、
か
ち
渡
り
お
も
ひ
も
よ
ら
ざ
る
に
、
た
い
ほ
そ

鳳
貸
せ
よ
ご
書
付
し
か
ば
、
定
而
や
が
て
來
る
べ
し
、
随
　
　
き
ひ
．
こ
つ
ば
し
有
り
げ
る
を
、
お
さ
な
き
子
は
右
の
手

分
は
こ
ら
れ
ぬ
や
う
に
防
べ
し
、
猶
是
よ
り
も
下
京
は
　
　
に
て
か
～
へ
、
九
が
あ
ね
の
六
つ
ば
か
り
に
な
り
し
を
、

蒲
隠
せ
よ
ご
仰
ら
る
べ
き
よ
し
御
詮
あ
り
し
ゅ
へ
、
上
、
左
の
手
に
て
ひ
き
、
よ
こ
ざ
ま
に
そ
ろ
一
ご
渡
ら
れ

京
公
方
を
鍛
負
し
て
働
入
を
妨
手
立
仕
り
し
事
を
、
ふ
　
　
し
を
、
こ
な
た
の
き
し
ょ
り
、
そ
れ
も
子
供
を
前
う
し

か
く
に
く
み
給
ひ
、
關
よ
り
東
の
数
萬
の
物
取
ご
も
、
　
　
う
に
い
だ
き
、
見
や
う
セ
れ
ば
、
橋
の
傘
に
て
父
が
顔

さ
し
っ
か
は
さ
れ
け
れ
ば
、
或
は
は
ぎ
取
、
土
藏
を
打
　
　
の
色
、
下
の
水
よ
り
も
あ
を
く
み
ぬ
し
ご
、
後
に
母
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

や
ぶ
り
、
或
は
う
ち
こ
ろ
し
ふ
み
こ
ろ
し
、
或
は
方
々
　
　
物
語
有
し
を
、
い
ま
思
ひ
畿
す
に
、
父
母
の
心
の
う
ち

に
放
火
せ
し
ほ
こ
に
、
一
家
も
残
ら
ず
焼
の
ぼ
る
、
焔
　
　
思
ひ
や
ら
れ
て
か
な
し
ぐ
こ
そ
侍
れ
。

天
に
か
い
や
き
煙
の
そ
こ
に
泣
お
め
く
こ
ゑ
、
叫
喚
大
　
ご
あ
る
。
是
で
見
る
ご
罪
種
は
志
貴
落
広
前
よ
b
下
京
に

叫
喚
の
地
獄
に
こ
ご
な
ら
す
、
下
京
は
鋤
妨
せ
ざ
れ
ご
　
住
居
し
て
．
貞
徳
の
・
外
に
長
女
ま
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。

も
，
財
寳
を
下
土
へ
の
け
、
或
は
東
山
、
八
幡
、
桂
、
嵯
　
物
種
が
幼
少
の
時
志
貴
城
か
ら
払
出
し
た
も
の
で
無
い
事

峨
、
愛
宕
な
ざ
へ
縁
に
し
た
が
ひ
て
、
足
よ
は
こ
も
落
　
は
是
等
で
朋
か
で
あ
る
が
、
久
秀
の
子
で
あ
る
か
無
い
か

し
つ
か
は
す
ご
て
、
走
り
ま
ざ
ふ
、
子
を
さ
か
さ
ま
に
　
が
爾
疑
問
こ
し
て
残
る
。
馬
主
家
譜
貞
徳
の
條
に
、
父
永

お
ひ
譲
る
九
が
父
母
も
子
こ
も
を
引
具
し
、
北
山
の
畑
　
種
、
（
燐
州
高
槻
刺
史
入
江
九
郎
艶
話
之
男
五
郎
政
重
之

こ
い
ふ
燐
へ
葺
け
る
が
・
路
次
の
難
戴
中
々
い
ふ
に
ね
　
長
子
、
後
改
レ
魔
羅
こ
松
永
一
諏
）
母
播
州
宇
野
挙
世
ご
あ
る
。



養
君
を
久
秀
の
子
こ
い
ふ
明
証
の
な
い
以
上
は
、
此
識
の

方
が
正
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
松
永
家
の
由
緒
書
に

は
政
重
の
姉
を
久
秀
の
後
妻
こ
し
、
貞
徳
終
焉
記
に
は
永

種
を
久
秀
の
甥
こ
し
て
居
る
Q
誹
諾
京
朋
二
重
に
は
「
入

江
盛
重
の
室
は
松
永
霜
壼
の
伯
母
也
、
此
腹
に
五
郎
政
重

を
産
め
り
」
津
あ
る
。

松
永
家
．
こ
入
江
家
こ
の
姻
戚
閥
係
か
ら
永
種
が
松
永
氏
を

名
極
り
し
た
め
、
世
間
で
は
久
秀
の
遣
子
ご
言
ひ
難
し
た

の
で
は
な
か
ら
う
か
○
尺
五
先
生
行
状
交
の
母
堂
者
駿
州

之
太
守
入
江
氏
、
数
歯
至
五
代
之
醐
播
…
州
刺
史
盛
重
、
盛

重
生
政
盛
、
政
盛
輪
講
還
言
、
謂
後
嗣
畿
武
業
、
姻
画
面

改
松
永
以
静
黙
入
江
爲
氏
、
若
不
織
武
二
度
職
松
永
三
民
、

是
織
田
信
長
以
爲
暴
勇
面
影
強
敵
、
忌
謙
於
松
永
三
族
種

類
、
攣
姓
名
改
入
江
、
其
後
信
長
公
於
洛
本
能
寺
、
爲
朋

智
惟
任
纏
斌
、
動
感
改
入
江
爲
松
永
、
・
」
あ
る
Q
一
体
行
歌
の

文
は
極
め
〆
、
警
世
で
僻
最
強
瞭
な
ら
ざ
る
点
が
多
い
が
、

兎
に
角
松
永
氏
を
群
す
る
に
至
っ
た
の
は
．
信
長
死
去
の

　
　
　
第
二
巻
　
　
雑
　
婆
　
　
松
水
貞
徳
り
硬
瓢
に
つ
い
て

後
で
あ
る
事
は
然
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
家
蔵
に
貞
徳
の
母

を
播
州
宇
野
氏
こ
い
ふ
は
藤
原
憐
窩
の
｛
族
で
も
あ
ら
う

か
、
行
歌
に
「
永
種
者
藤
詩
論
幌
窩
先
生
粛
粛
饗
」
ご
あ

る
Q
二
恩
を
メ
ヒ
ム
コ
の
意
こ
す
れ
ば
是
も
疑
は
し
い
、

真
徳
の
生
れ
π
年
に
幌
窩
は
十
一
歳
で
あ
る
か
ら
、
姪
な

る
人
の
年
齢
が
相
悪
せ
ぬ
や
う
で
あ
る
○
真
徳
永
代
記
に

「
冷
泉
妙
筆
院
の
妹
餐
」
ご
あ
る
は
愈
々
疑
は
し
い
。
戴
恩

．
記
に
は
「
九
が
父
は
冷
泉
凶
徒
公
ご
は
不
言
弟
な
れ
ば
、

定
家
卿
を
激
浪
に
あ
ら
す
ご
も
思
ひ
難
し
」
ご
見
ね
て
居

お
、
論
語
は
怪
窩
の
父
で
あ
る
Q
叉
行
歌
に
は
真
徳
の
妻

を
爲
純
の
女
こ
し
、
誹
譜
京
朋
二
重
に
は
永
種
の
母
を
下

冷
泉
爲
氏
？
）
の
女
こ
し
て
あ
る
。
此
の
如
く
諸
論
纏
々

で
あ
る
が
、
冷
泉
家
ご
語
調
の
聞
柄
で
あ
っ
た
事
だ
け
は
隔

惜
か
な
や
う
で
め
る
。
永
種
は
寳
瞳
坊
徳
庵
ご
凝
す
、
そ

の
和
歌
連
歌
に
名
あ
っ
た
事
は
導
引
の
行
燕
の
文
に
見
ゆ

る
通
で
あ
る
が
、
戴
描
記
に
も
「
蜜
休
法
師
は
亡
父
が
門

弟
な
り
、
連
歌
の
古
實
を
九
に
少
し
簿
ら
れ
し
人
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
論
罪
　
（
四
七
〇
）



第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
絶
戴
予
閾
の
聯
究

丸
が
父
は
七
歳
に
し
て
、
軽
鴨
寺
の
喝
食
．
こ
な
り
、
血
石

に
法
華
経
一
部
よ
み
お
ぼ
ぬ
し
ほ
ご
の
智
悪
な
れ
ば
、
丈

珠
喝
食
ご
世
に
申
せ
し
人
な
る
に
よ
り
、
多
能
な
り
き
」

ご
あ
る
。
野
史
は
貞
徳
の
鳥
声
中
に
戴
・
恩
記
を
饗
照
し
な

が
ら
、
質
量
の
心
中
に
は
豆
蔦
が
志
貴
落
城
の
際
殉
死
し

た
こ
書
い
て
あ
る
の
ぱ
杜
撰
も
亦
甚
し
い
。

亀
蕪
・
干
醐
め
研
〃
気

丈
學
士
　
羽
　
田

亨

　
　
印
度
厭
羅
巴
語
に
恕
す
る
ト
カ
ラ
語
、
東
イ
ラ
ン
語
な

　
ご
い
ふ
死
語
が
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
登
見
せ
ら
れ
て

　
學
界
を
驚
か
し
た
と
は
、
既
に
十
数
年
の
昔
に
な
っ
た
が
、

　
此
等
の
言
語
が
何
れ
の
地
に
行
は
れ
、
ま
仁
何
れ
の
時
代

　
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
爾
ま
π
此
等
の
言
語
は

　
こ
れ
が
行
は
れ
た
時
代
及
び
地
方
に
於
け
る
日
用
語
で
あ

畑

　
つ
た
か
、
そ
れ
こ
も
一
種
の
政
治
語
ご
で
も
い
ふ
べ
き
も

第
三
號
　
　
一
〇
〇
　
（
四
七
一
）

の
、
蝦
勢
ば
そ
の
地
の
征
服
者
の
聞
に
於
け
る
麺
用
語
で
、

士
幌
は
別
に
存
し
に
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ご
い
ふ
や
う

な
周
題
は
、
比
較
的
永
く
論
定
さ
れ
な
か
つ
π
の
で
あ
る

が
、
｝
九
一
三
年
に
コ
レ
ー
ジ
ユ
。
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
敷
授

Qら

u
く
9
凶
p
H
し
・
ぎ
氏
が
先
づ
お
種
の
ト
カ
ラ
語
に
つ
い
て
此

等
の
問
題
を
論
じ
．
つ
い
で
翌
一
九
一
四
年
に
は
諾
威
ク

リ
ス
チ
ヤ
ニ
ャ
の
大
回
三
三
ψ
窪
烈
§
9
く
氏
が
束
イ

ラ
ン
語
に
つ
い
て
同
檬
。
の
研
究
を
公
け
に
し
起
。
此
の
両

個
の
研
究
は
一
は
今
の
庫
車
の
附
近
か
ら
登
見
さ
れ
た
文

書
を
資
料
こ
し
、
二
は
和
陶
附
近
か
ら
出
た
文
書
を
資
料

ご
し
元
も
の
で
め
る
が
、
そ
の
研
究
の
仕
方
は
殆
ん
ご
全

く
圃
一
で
あ
っ
て
、
丈
書
中
に
見
ゆ
る
國
王
の
名
を
支
那

の
記
録
に
求
め
て
文
書
作
成
の
時
代
を
切
ら
か
に
し
、
交

書
の
用
語
が
そ
れ
く
鶏
弦
④
干
…
關
の
蛮
語
で
あ
っ
た
ε

を
論
じ
、
月
此
等
の
言
語
は
西
紀
一
世
紀
前
後
か
ら
癬
代

迄
引
き
績
い
て
附
國
の
日
用
語
で
あ
っ
た
と
を
論
定
し
£

も
の
で
あ
る
。
言
語
は
民
族
の
標
幟
で
は
な
い
に
し
て
も
、


